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技 術 者 、 代 理 人 の 功 績 た た え る

茨 城 県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 長 受 賞

　 令 和 4 年 度 優 秀 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 な ら び に 現 場 代 理 人 感 謝 状 受 賞 の 皆 様 、 誠 に お め で と う ご ざ

い ま す 。 ま た 、 日 頃 よ り 、 土 木 行 政 の 推 進 に 深 い ご 理 解 と 多 大 な る ご 協 力 を 賜 り 、 厚 く 御 礼 申 し 上

げ ま す 。

　 さ て 、 こ の 度 、 令 和 3 年 度 に 完 成 し た 1 0 7 件 の 工 事 の 中 か ら 、 施 工 管 理 や 品 質 管 理 、 安 全 管 理 等 を

適 切 に 行 い 、 優 れ た 成 績 で 工 事 を 完 成 し た 5 名 の 皆 様 を 優 秀 主 任 技 術 者 と し て 表 彰 さ せ て 頂 き ま し

た 。 ま た 、 道 路 や 河 川 の 維 持 管 理 工 事 に お い て 、 昼 夜 を 問 わ ず 緊 急 工 事 に 迅 速 に 対 応 し て 頂 い た 6

名 の 現 場 代 理 人 の 皆 様 に 、 感 謝 状 を 贈 呈 さ せ て 頂 き ま し た 。

　 受 賞 さ れ た 皆 様 に は 、 今 後 も 更 な る 技 術 の 向 上 に 精 進 さ れ 、 地 域 の 発 展 の た め 、 な お 一 層 ご 活 躍

さ れ ま す こ と を ご 期 待 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所

所 長 　 木 村 　 政 美

■ 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 表 彰

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者  臼 　 井 　 勇 　 人

［ 工 事 名 ］ 3 1 国 補 地 道 第 3 1 － 0 3 － 3 3 9 － 0 － 0 0 3 号 （ 仮 称 ） 北 沢 ト
ン ネ ル 照 明 設 備 工 事

代 表 取 締 役  根 　 本 　 暁 　 生

本 　 社 　 常 陸 太 田 市 国 安 町  1 2 8 4 － １

営 業 所 　 常 陸 大 宮 市 ・ 結 城 市

～ 　 技 術 と 安 心 を サ ー ビ ス し ま す 　 ～

■ 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 表 彰 〈 現 場 代 理 人 感 謝 状 〉

代 表 取 締 役  瀬 　 谷 　 　 　 実

〒 3 1 3 － 0 0 0 7 　 茨 城 県 常 陸 太 田 市 新 宿 町  5 6 4

T E L 0 2 9 4 － 7 2 － 6 5 0 0  ㈹

F A X 0 2 9 4 － 7 2 － 2 5 1 0 　

受 賞 者 ： 現 場 代 理 人  水 　 野 　 魁 　 竜

［ 工 事 名 ］ 0 3 県 単 道 修 第 0 3 － 5 3 － 7 0 2 － 0 － 0 0 2 号 0 2 県 単 道 修 第
0 2 － 5 3 － 7 0 2 － 0 － 0 0 3 号 道 路 維 持 修 繕 工 事 （ 下 半 期 ）

茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 4 年 度 優 秀 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

■ 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 表 彰

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者  野 　 内 　 隆 　 行

［ 工 事 名 ］ 0 2 国 補 地 道 第 0 2 － 0 3 － 6 4 6 － ０ － 0 0 6 号 道 路 改 良 舗 装
工 事

代 表 取 締 役 社 長  梅 　 原 　 基 　 弘

〒 3 1 3 － 0 0 3 3 　 茨 城 県 常 陸 太 田 市 小 目 町  5 1 7

T E L 0 2 9 4 － 7 4 － 2 1 6 6

F A X 0 2 9 4 － 7 4 － 2 1 6 7

～ 自 然 と 人 を 考 え 、 そ し て 、 地 域 へ ～

日 時 ： 令 和 4 年 9 月 2 7 日 （ 火 ）

場 所 ： 常 陸 太 田 合 同 庁 舎

㈱ 梅 原 工 務 店

野 内 　 隆 行 氏

根 本 電 興 ㈱

臼 井 　 勇 人 氏

瀬 谷 建 設 ㈱

水 野 　 魁 竜 氏

優 秀 な 技 術 力 を 誇 り に

更 な る 地 域 発 展 に 尽 力

　
冒 頭 、 木 村 所 長 は 「 日 ご

ろ よ り 当 事 務 所 の 事 業 推 進や 地 震 ・ 豪 雨 な ど の 災 害 対応 等 に つ い て 多 大 な る ご 協力 を 賜 り 、 厚 く 御 礼 を 申 し上 げ る 。 皆 さ ま に は さ ら なる 技 術 の 向 上 に 精 進 さ れ 、よ り 質 の 高 い 施 工 に 努 め てい た だ く と と も に 、 地 域 発展 の た め な お 一 層 ご 尽 力 をお 願 い し た い 」 と あ い さつ 。　
来 賓 祝 辞 で は 、 瀬 谷 支 部

長 が 「 今 回 の 受 賞 は 日 ご ろの 努 力 が 認 め ら れ た も の 。今 後 も 他 の 模 範 と な る よ う　
県 宅 地 整 備 販 売 課 は 、 つ

く ば エ ク ス プ レ ス 万 博 記 念公 園 駅 周 辺 の 住 宅 事 業 者 向け 用 地 を 一 般 競 争 入 札 で 分譲 す る 。 面 積 は １ １ １ ８ ・６ ８ ㎡ 、 予 定 価 格 （ 最 低 売

さ ら な る 技 術 の 研 さ ん に 努め 、 地 域 の 安 全 安 心 や 社 会資 本 整 備 に ご 尽 力 い た だ きた い 」 と 呼 び 掛 け た 。　
そ の 後 は 受 賞 者 を 代 表 し

て ㈱ 梅 原 工 務 店 の 野 内 隆 行氏 が 「 本 日 の 受 賞 を 機 に 、今 後 と も 技 術 の 研 さ ん と 努力 を 重 ね 、 よ り 良 い 建 設 工事 の 完 成 を 目 指 し て ま い りま す と と も に 、 災 害 発 生 時に お け る 住 民 の 安 全 で 安 心な 生 活 確 保 の た め に 尽 力 する 所 存 」 と 謝 辞 を 献 じ た 。　
な お 、 表 彰 式 終 了 後 に は

現 場 代 理 人 研 修 会 を 実 施 。県 検 査 指 導 課 の 塙 広 実 首 席検 査 監 が 土 木 工 事 書 類 標 準化 ガ イ ド （ 案 ） に つ い て 、一 澤 孝 夫 検 査 監 が 検 査 書 類型 モ デ ル 工 事 （ 試 行 ） 実 施要 領 （ 案 ） に つ い て 、 建 設業 振 興 基 金 建 設 キ ャ リ アア ッ プ シ ス テ ム 事 業 本 部 の上 浪 鉄 郎 審 議 役 が 建 設 キ ャリ ア ア ッ プ シ ス テ ム （ Ｃ ＣＵ Ｓ ） に つ い て 講 演 を 行 った 。却 価 格 ） は ５ ５ ３ ７ 万 ４ ００ ０ 円 。

1 0月

2 5日 午 前

1 0時

の 開 札 を 予 定 し て い る 。　
対 象 物 件 は 、 上 河 原 崎 ・

中 西 特 定 土 地 区 画 整 理 事業 施 行 地 区 の Ａ ３ 街 区 ① 画

陸 太 田 市 茅 根 町　
【 現 場 代 理 人 感 謝 状 贈 呈 】

［ ■ 現 場 代 理 人 名 ＝ ① 会 社名 ② 工 事 名 、 路 線 （ 河 川 ）名 ］　
■ 水 野 魁 竜 ＝ ① 瀬 谷 建 設

㈱ ②

0 3県 単 道 修 第

0 3

－

5 3

－

７ ０ ２

－ ０

－ ０ ０ ２ 号 ・

0 2

県 単 道 修 第

0 2

－

5 3

－ ７ ０ ２

－ ０

－ ０ ０ ３ 号 道 路 維 持 修

繕 工 事 （ 下 半 期 ）  、 国 道 ３４ ９ 号 外 ・ 常 陸 太 田 市 山 下町 外　
■ 大 木 健 太 ＝ ① ㈱ 井 坂 組

②

0 3県 単 道 修 第

0 3

－

5 3

－ ７

０ ４

－ ０

－ ０ ０ ２ 号 道 路 維

持 修 繕 工 事 （ 下 半 期 ）  、 国道 ２ ９ ３ 号 外 ・ 常 陸 太 田 市久 米 町 外　
■ 茅 根 大 貴 ＝ ① ㈲ 生 田 目

工 務 店 ②

0 3県 単 道 修 第

0 3

－

5 3

－ ７ ０ ２

－ ０

－ ０ ０ １ 号

道 路 維 持 修 繕 工 事 （ 上 半期 ）  、 国 道 ３ ４ ９ 号 外 ・ 常陸 太 田 市 山 下 町 外　
■ 鹿 内 孝 信 ＝ ① 珂 北 開 発

㈱ ②

0 3県 単 道 修 第

0 3

－

5 3

－

７ ０ ４

－ ０

－ ０ ０ １ 号 道 路

維 持 修 繕 工 事 （ 上 半 期 ）  、国 道 ２ ９ ３ 号 外 ・ 常 陸 太 田市 久 米 町 外　
■ 岩 佐 宗 則 ＝ ① ㈱ 根 本 工

務 所 ②

0 3国 補 地 道 第

0 3

－

5 3

－

４ ０ １

－

０

－

０ ０ １ 号 ・

0 3県 単 砂 修 第

0 3

－

5 3

－ ５ ７

１

－ ０

－ ０ ０ １ 号 河 川 維 持

修 繕 工 事 、 一 級 河 川 里 川外 ・ 常 陸 太 田 市 茅 根 町 外　
■ 櫻 井 信 市 ＝ ① ㈱ 水 府 工

務 店 ②

0 3国 補 地 道 第

0 3

－

5 3

－

４ ０ ２

－

０

－

０ ０ １ 号 ・

0 3県 単 砂 修 第

0 3

－

5 3

－ ５ ７

２
－ ０

－ ０ ０ １ 号 河 川 維 持

修 繕 工 事 、 一 級 河 川 浅 川外 ・ 常 陸 太 田 市 中 利 員 町 外は 、 同

2 6日 ～ ２ ０ ２ ３ 年 ２

月

2 8日 ま で の 間 、 先 着 受 付

に よ り 買 受 人 を 決 定 す る 。　
な お 、 土 地 利 用 に 当 た

り 、 土 地 の 引 渡 し の 日 か ら５ 年 以 内 に 住 宅 の 建 設 ・ 分譲 事 業 を 行 う こ と 、 建 設 する 住 宅 の １ 戸 以 上 は ネ ット ・ ゼ ロ ・ エ ネ ル ギ ー ・ ハウ ス （ Ｚ Ｅ Ｈ ） 対 応 の 住 宅と す る こ と な ど を 求 め て いる 。委 託 し た 。　
業 務 内 容 は 基 準 点 測 量 ７

点 、 地 形 測 量 （ Ａ ２ 万 ㎡ ）  、路 線 測 量 （ Ｌ ３ ６ ０ ｍ ）  、設 計 業 務 （ Ｌ ３ ６ ０ ｍ ）  。履 行 期 間 は 契 約 締 結 日 の 翌日 か ら １ ２ ０ 日 間 と し て いる 。

　
受 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ）  。　 【 優 秀 主 任 （ 監 理 ） 技 術者 表 彰 】

［ ■ 主 任 （ 監 理 ）

技 術 者 名 ＝ ① 会 社 名 ② 工 事名 、 路 線 （ 河 川 ） 名 ・ 工 事場 所 等 ］　
■ 野 内 隆 行 ＝ ① ㈱ 梅 原 工

務 店 ②

0 2国 補 地 道 第

0 2

－

0 3

－ ６ ４ ６

－ ０

－ ０ ０ ６ 号 道

路 改 良 舗 装 工 事 、 国 道 ２ ９３ 号 ・ 常 陸 太 田 市 瑞 竜 町　
■ 佐 川 大 毅 ＝ ① ㈱ 井 坂 組

②

0 2国 補 河 改 第

0 2

－

0 5

－ ２

４ ９

－ Ａ

－ ０ ０ １ 号 河 川 改

修 工 事 （ そ の １ ）  、 一 級 河川 浅 川 ・ 常 陸 太 田 市 中 野 町　
■ 臼 井 勇 人 ＝ ① 根 本 電 興

㈱ ②

3 1国 補 地 道 第

3 1

－

0 3

－

３ ３ ９

－ ０

－ ０ ０ ３ 号 （ 仮

称 ） 北 沢 ト ン ネ ル 照 明 設 備工 事 、 国 道 ４ ６ １ 号 ・ 常 陸太 田 市 下 高 倉 町　
■ 佐 藤 智 也 ＝ ① 珂 北 開 発

㈱ ②

3 1国 補 地 道 第

3 1

－

0 3

－

３ ３ ９

－ ０

－ ０ ０ ６ 号 ・

3 1

国 補 地 道 第

3 1

－

0 3

－ ３ ３ ９

－ Ａ

－ ０ ０ ２ 号 道 路 舗 装 工

事 （ そ の ２ ）  、 国 道 ４ ６ １号 ・ 常 陸 太 田 市 折 橋 町　
■ 宇 野 晴 彦 ＝ ① ㈱ 根 本 工

務 所 ②

0 2国 補 災 害 第

0 2

－

0 5

－

４ ９ １

－

Ａ

－

０ ０ １ 号 ・

0 2国 補 災 関 第

0 2

－

0 5

－ ８ ０

１

－ Ａ

－ ０ ０ １ 号 ・

0 2国 補

災 関 第

0 2

－

0 5

－ ８ ０ １

－ ０
－ ０ ０ ２ 号 河 川 災 害 関 連 改

修 工 事 、 一 級 河 川 里 川 ・ 常地 。 地 目 は 宅 地 。 用 途 地 域は 第 一 種 住 居 地 域 。 建 ぺ い率

6 0％ 、 容 積 率 ２ ０ ０ ％ 。

　
万 博 記 念 公 園 駅 の 北 西 に

位 置 し 、 同 駅 か ら は 徒 歩 約
4 5分 。 土 地 の 東 側 は 、 つ く

ば 市 道 ７

－ ４ ０ ９ ２ 号 線 と

接 し て い る 。　
入 札 説 明 書 の 配 布 期 間 は1 0月

1 3日 ま で 。 入 札 参 加 資

格 審 査 受 付 は 同

1 2・

1 3日 。

　
入 札 者 が い な い 場 合 な ど

　
県 鹿 行 水 道 事 務 所 は 神 栖

市 深 芝 地 内 で 配 水 管 の 布 設工 事 を 行 う た め 、 測 量 お よび 実 施 設 計 に 取 り 掛 か る 。整 備 延 長 は ３ ６ ０ ｍ で 管 径は φ １ ５ ０ 。 工 法 は 開 削 工法 。 業 務 は 根 本 測 量 設 計 ㈱に ５ ９ ０ 万 円 （ 税 抜 き ） で

至 ： 万 博 記 念 公 園 駅

つ く ば  SI C
予 定

圏 央 道

コ メ リコ メ リ対 象 物 件

Ａ ３ 街 区 ① 画 地

地 積 ： 1, 1 1 8. 6 8 ㎡

　
県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 （ 木 村 政 美 所 長 ＝

写 真

右
） は ９ 月

2 7日 、 本 年 度 の 優 秀 主 任 （ 監 理 ） 技 術

者 表 彰 式 お よ び 現 場 代 理 人 感 謝 状 贈 呈 式 を 常 陸 太田 合 同 庁 舎 ３ 階 の 大 会 議 室 で 挙 行 し た 。 来 賓 とし て 県 建 設 業 協 会 太 田 支 部 の 瀬 谷 實 支 部 長 （

写 真

左
） ら が 出 席 。 優 秀 な 成 績 で 完 成 さ せ た 技 術 者 ５

人 に 表 彰 状 を 、 昼 夜 を 問 わ ず 維 持 修 繕 に 尽 力 し た現 場 代 理 人 ６ 人 に 感 謝 状 を 贈 呈 し た 。

県 常 陸 太 田 工 事

成 績 優 秀 な ５ 人 に 栄 誉

感 謝 状６人

維 持 修 繕 に 尽 力

万 博 公 園 駅 周 辺

1 1 1 8㎡

根 本 に 測 量 設 計 委 託

住 宅 地 を 一 般 競 争

3 6 0ｍ で 配 水 管 布 設

茨 城 県

県 鹿 行 水 道


